
日本大学明誠高等学校



推薦 コース 募集人数

単願

特進 ２０
併願

単願

普通 １４０
併願

合計 １６０

一般 コース 第１回 第２回

単願
特進 ３５ ５

併願

単願
普通 １０５ １５

併願

合計 １４０ ２０

推薦＋一般

合計 ３２０





●令和6年3月卒業見込みの生徒
●3年2学期（調査書記載内申）の成績
●5段階で評定算出
●欠席等問題なく、中学校長が推薦できる生徒

●出願は Ｗeb登録
令和5年12月18日(月)～令和6年1月12日(金)

書類郵送
令和6年1月9日（火）～1月12日（金）必着

●試験日 令和6年1月19日(金)

●合格発表令和6年1月20日(土) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ発表12時～14時



入試区分
入学
条件

出願条件
試験日 試験内容

５科 ９科 備考

推

薦

併
特 ２１ ー

厳守

１/１９

（金）

書類

・

面接

普 １９ ３１

単

必

入

学

特 ２０ ー
応相談

（５科-１,９科-２まで）
普 １８ ３０

※内申点は調査書記載数値と同じであること（２学期まで）。

※９科すべて３以上であること。

※普通コースの内申は５科または９科。詳細は募集要項で確認してください。

●本校は単願推薦で生徒を多く受け入れたいと考えています。

（良い生徒であれば、全員受け入れます。）



基準を下回る生徒（５科-１、９科-２までが相談範囲）

●中学校からの入試相談となります。

●検定（３級以上）取得を目指してください。

※検定１つにつき１点。検定がない生徒は校長先生の入試相談
用推薦書があれば、1点加点となり受験資格が与えられます。

検定：英語検定、漢字検定、数学検定

入試相談用推薦：真面目な生徒

基準： 特進コース５科２０ 普通コース５科１８ or ９科３０



●基準厳守（相談なし）

●併願推薦で合格した生徒は、延納制度が利用できます。

●公立・私立いずれも併願可。

●延納期限（公立の発表翌日）

●併願推薦基準を満たす生徒が、一般入試を受験する際
は、優遇制度が利用できます（後述）。

一般入試の上位２０％に入ると奨学金対象者となります
（後述）。

基準： 特進コース５科２１ 普通コース５科１９ or ９科３１



受験者 合格者

単願推薦 １４３ １４３

自己推薦 ７９ ７９

併願推薦 １７０ １７０

合計 ３９２ ３９２



中学校先生が基準・資格等の相談のために資料送付（12/15まで）

可能性を中学校先生方にお知らせします。

書類審査＋面接 （1/19）

単願・併願

推薦

出 願





入試区分 入学条件 出願基準 試験日 試験内容

一

般

１

回

単 必入学 なし

（優遇登録制度あり）

１/３０

（火） 筆記

（マーク）

３教科

面接

併

２

回

単 必入学
なし

２/１５

（木）併

●第１回がメインの入試（１/３０）。第２回は、他の私立高校の受験を考慮し２/１５に実施。

●第１回で合格し、併願者は延納制度を利用して他の私立高校や公立高校の受験が可能。

延納期限は公立の発表の翌日まで。

●合格の可能性を高めるために、偏差値+内申点を使った優遇登録制度あり。



●3年2学期までの成績（5段階で評定算出）
●欠席等が多い場合は理由書
●出願日 Ｗeb登録

令和6年1月10日(水)～1月23日(火)

書類郵送
令和6年1月17日(水)～1月23日(火)必着

●試験日 令和6年1月30日（火）
●筆記（マーク方式）＋個人面接
試験科目 「国語」「数学」 「英語（リスニング10分程度）」
各50分・100点 合計300点

●合格発表 令和6年1月31日(水) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ発表13時～15時



●3年2学期までの成績（5段階で評定算出）
●出願日 Ｗeb登録

令和6年1月26日(金)～年2月8日(木)

書類郵送
令和6年2月2日(金)～2月8日(木)必着

●試験日 令和6年2月15日（木）
●筆記（マーク方式）＋個人面接
試験科目 「国語」「数学」 「英語（リスニング10分程度）」
各50分・100点 合計300点

●合格発表令和6年2月16日（金）ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ発表12時～14時

●再受験者については、受験料は徴収いたしません



国語 数学 英語 合計 合格
最低点

第
1
回

特進 58.5 70.2 68.4 203.8 １８７

普通 54.7 65.1 52.4 165.2 １６１



志願者 受験者 合格者 補 欠 不合格者 備考

第
1
回

特進 84 81 60 － 8
13名普通
コースへ

普通 83 81 64 － 17

第
２
回

特進 7 7 0 － 4
3名普通
コースへ

普通 8 6 2 － 4





特 進 普 通

偏差値不問型 ５科 ２１
５科１９

９科３１

偏差値
併用型

単
願

SS ５４ ５０

内申 ５科 １６ ５科 １５

併

願

SS ５７ ５５

内申 ５科 １７ ５科 １６
※偏差値は8月以降、2回の平均（５科または３科）で、Ｖ・Ｗモギを原則とします。
※内申は各教科３以上でなくても、合計が基準を超えることとします。
※SS・内申は、両方満足することとします。
※一般入試優遇登録日（進学塾先生または保護者）を設定しています。

または



１１月の面談で中学校に相談（単願は－ １、９科ー２まで相談可）

（単願５科ー１、９科ー２でも合わない）

一般入試（単願）不合格の場合に備え、第２志望を受験予定可

※優遇登録の可能性の確認

※単願推薦の生徒はチャレンジ制度で普通コースから特進コースへの変更の可能性あり

推薦入試出願 一般入試出願

推薦基準に合う（単願） 推薦基準に合わない

合格の場合：入学金（２０万円）納入



１１月の面談で中学校に相談

一般入試成績上位者は奨学生候補
（推薦は単願のみ奨学生候補制度あり）

※優遇登録の可能性の確認

※公立合格発表翌日までに入学金残金（１７万円）の納入で入学許可
※併願推薦の生徒はチャレンジ制度で普通コースから特進コースへの変更の可能性あり
※一般入試（併願）者は、入学試験で特進コースの判定が可能であるため、チャレンジ制
度は利用できません。

一般入試（併願）出願

併願推薦の基準に合う 併願推薦基準に合わない

合格の場合：延納制度利用（３万円納入） 公立・私立併願可

推薦入試（併願）出願





・都内在住であれば、都外の私
立高校（日大明誠）に通う場合も
適用されます。

・授業料が実質無料になります。

※1 年収目安約910万円未満の世帯における授業料
の負担軽減額（就学支援金と授業料軽減助成金の支給
額）は、475,000円の範囲内で在学校の授業料額（保護
者が負担した金額）が上限となります。なお、授業料の
実負担額や所得等の状況により475,000円に満たない
場合があります。

また、就学支援金により授業料が全額軽減される場合
は、授業料軽減助成金は支給されません。

※2 年収目安は、保護者1人のみ給与収入のみの4人
世帯（夫婦と子供2人）をモデルとした場合です。年収は
目安であり、区市町村民税課税標準額等に基づき審査
を行います。

（東京都私学財団ＨＰより抜粋）





●給付金額12万円。

●中学校の成績を基準とする。

●本校を第１希望とし、単願推薦特進コース入学者。

●３年次５教科評定平均値4.4以上。（調査書記載内申）

●各学年ごと成績等の審査があります。

●希望生徒は、中学校から12月初旬に申込みとなります。

●給付金額10万円。

●第１回一般入試（単願・併願）を受験。

●当日の得点が上位（およそ２０％以内）で合格した者。

●本校特進コース入学者。

●内申は不問。

●各学年ごと成績等の審査があります。

※併願推薦基準以上の併願受験生で、奨学生を希望する場合は、第１回一般入試を

受験してください。（内申から、自動的に優遇登録（偏差値不問型）します。）

推

薦

一

般



【令和４年度実績】

①日本大学付属高等学校特待生

（年402,000円） 4名

②日本大学明誠高等学校奨学生

（年12万円） １０名

③日本大学明誠高等学校永田奨学生

（年10万円） １４名

④日本大学明誠高等学校後援会奨学生(入学時対応）

（推薦年12万円・一般年10万円） ３７名


